
 

富山県魚津市の例 

第１回 鶴岡市中期観光戦略プラン策定委員会 

 次  第 

                                 日時：６月２７日（火）午後３時 

   会場：鶴岡市役所別棟２号館 

２４号会議室 

 

１、 開   会 

 

２、 あいさつ （商工観光部長） 

▶鶴岡市のトピックの紹介 

 

３、 策定委員自己紹介 

 

４、 報告 （商工観光部長・観光物産課長） 

▶策定委員会の進め方 【資料１】 

▶戦略プラン策定スケジュール及び戦略プランイメージの共有 【資料１】 

▶市の主要観光地観光者数の状況 （令和元年と令和４年の比較） 【資料２】 

▶【観光庁】宿泊旅行統計調査について （鶴岡市分）【資料３】 

 ・延べ宿泊者数の推移 

 ・外国人延べ宿泊者数の推移 

▶外国人旅行者県内受入実績調査結果 （令和元年と令和４年の比較） 【資料４】 

≪参考資料≫観光案内所外国人来所人数 （令和元年と令和４年の比較） 【資料５】 

 

５、 意見交換 (ファシリテーター：木村ともえ氏) 【別資料あり】 

▶国内・外国人旅行者の動きや変化、現場の課題（例：観光コンテンツ、受入環境、 

官民の役割、情報発信 等） 

▶庄内地域の企業・団体等の観光に関する新たな動きやニーズ 等 

▶その他、自由に意見交換 

 

６、 その他 （事務局） 

▶市への手続き関係について事務連絡 

      ▶第２回の策定委員会日程について(７月１８日〈火〉・２7日〈木〉で調整) 

 

７、  閉   会 



鶴岡市中期観光戦略プラン策定委員会委員名簿（第１回）

委員（五十音順）　※敬称略

氏名 役職 出欠

阿部　公和　
一般社団法人
DEGAM鶴岡ツーリズムビューロー　理事

○

木村　ともえ
（ファシリテーター）

和歌山大学大学院観光学研究科　准教授 ○

菅原　明香 鶴岡全国通訳案内士の会チャットチャット ○

早坂　一広 羽黒町観光協会　副会長 ○

前田　詩穂
一般社団法人
鶴岡サイエンスパーク

○

大和　匡輔 鶴岡シルク株式会社　代表取締役 欠（総合計画）

吉住　登志喜 出羽三山神社　参事 オンライン

事務局

氏名 役職 出欠

阿部　知弘 鶴岡市商工観光部長 ○

観世　安司 鶴岡市観光物産課長 ○

富樫　快 鶴岡市観光物産課専門員 ○

庄司　菜美子 鶴岡市観光物産課主事 ○

大宮　将義
一般社団法人
DEGAM鶴岡ツーリズムビューロー　常務理事

○
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TOPIX① 全国最多 ３つの日本遺産

自然と信仰が息づく「生まれかわりの旅」
（羽黒山「秋の峰入り」／杉並木と山伏）
○平成28年認定 ○令和4年認定継続・重点支援地域に認定
（Ｒ５いでは文化記念館改修）

サムライゆかりのシルク（松ヶ岡開墾場）
○平成29年認定
（Ｒ２ピノ・コッリーナ、Ｒ４シルクミライ館オープン）

北前船寄港地（加茂の町並み）
○令和元年追加認定
（Ｒ５カモンマーレ オープン）



TOPIX② GaijinPotで出羽三山が第3位に選出

2

国内在住外国人向け日本情報サイト「ガイジンポット(GaijinPot）」（運営：㈱ジープラスメディ
ア）は2020年9月、日本国内の寺社仏閣等の神秘的な観光地ランキング「8 Fascinating 
Spiritual Gateways in Japan」を発表し、その中で出羽三山が第3位に選出。

【紹介要旨】
出羽三山は修験の地であり、近年では山伏修行も体験でき、即身仏も拝観できる。

【ガイジンポット（GaijinPot）】
ガイジンポット（GaifinPot）は国内の外国人コミュニティもしくは日本で働きたい外国人のために、生活す
る上で必要な情報を提供している。
・月間ページ閲覧数：370万、月間訪問者数：65万。
・URL  https://gaijinpot.com/ja/
・2019年には、日本の目的地TOP10の第8位に鶴岡市が選出されている。

【2019年】【2020年】
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国民保養温泉地
温泉利用の効果が十分期待され、かつ、健全な保養地として活用される温泉地を

環境大臣が指定（令和4年10月現在 全国79箇所指定）

TOPIX③ 全国最多 ４つの国民保養温泉地

平成13年認定

令和4年認定

令和元年認定

平成30年認定



TOPIX④ サステナブルツーリズム

JNTOサステナブルツーリズムのデジタルパンフレットに本市３つのコンテンツが紹介
（2022年4月）

4

「出羽三山の山伏体験」

庄内平野の水田に浮かぶホテル

「スイデンテラス」

500年続く伝統芸能
国指定重要無形民俗文化財

「黒川能体験」



生きた文化財 『在来作物』

地域で世代を超えて栽培され、人々に親しまれてきた野菜、
果樹、穀類など。鶴岡市内に60種。

民田なすだだちゃ豆 焼畑あつみかぶ

TOPIX⑤ ガストロノミーツーリズム

5

伝統の食文化と食のコミュニティ

黒川能と王祇祭の豆腐焼き 宿坊街と出羽三山の精進料理

UNESCO Creative City Network

観光庁補助事業の活用により下記事業を実施
○ガストロノミーツアー造成のための事業者連携（研修・試食会）
○ターゲット設定のためのファムツアー・モデルツアー実施
○多様な食習慣（ベジタリアン等）とターゲット調査
○食シーンの高付加価値化と情報発信 等
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TOPIX⑥ 庄内藩の城下町

酒井家庄内入部400年記念事業［令和４年度］

その他の取組
●庄内二市三町ミュージアムスタンプラリー ●歴史シンポジウム・歴史講座
●子ども記者・高校生学芸員体験 ●市民活動の支援など

徳川宗家・「徳川四天王」子孫による記念座談会などを開催

令和５年度事業 ～NEXT100 記念事業の成果を未来につなげるために～

●ミュージアム連携強化 ●小中高生の地域学習促進 ●記念誌の発行
●大河ドラマ「どうする家康」連携
キャスト等身大パネル展［致道博物館・荘内神社］、他展示会・イベントなど

歴史と文化の継承、シビックプライド・郷土愛の醸成

庄内藩校致道館
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TOPIX⑦ クラゲ展示種類数世界一の水族館
令和8年オープンに向け、
リニューアル計画進行中

1万匹のミズクラゲを展示する
世界最大級の大水槽

クラゲドリームシアター

「研究棟」増築で更に展示機能を充実



【資料１】 

鶴岡市中期観光戦略プラン策定委員会スケジュール及び 

各回委員会のゴール目標 

 

 

★策定委員会の回数 

 

総合計画後期基本計画に反映するため、９月をめどに方向性の取りまとめ、１２月の骨子策定を

目指し、それまで５回程度、その後プラン案の決定をするための会議を１回、計６回程度の会議を

持ちたいと思っています。 

 

 

★各回委員会の実施時期とゴール目標 

 

▶第 1回 ６月２７日(火) 15：00～17：00 

ゴール：既存のデータについての情報共有や、策定委員それぞれが感じていることを自由に 

議論し、現状ある資源や課題の洗い出し。 

 

▶第２回 ７月１８日（火） or ２７日（木）         

ゴール：現状や課題の分析から、どんな国・地域・層をターゲットに、どんなアクションを起こす 

か、取り組むべきプロジェクト等について、各委員からの意見出し。 

⇒ どんなプランを策定するのか、大まかな方向性の決定 

 

▶第３回 ９月下旬 

ゴール：決まった方向性を元に、８月～９月に観光・交通関係者にヒアリングを実施。ヒアリング 

結果を元に、どんなコンテンツが有効なのか、どんな仕組みが必要なのかの洗い出し。 

 

▶第４回 １０月 

ゴール：９月の会議結果を踏まえ、骨子の取りまとめ。素案の策定に着手 

 

▶第５回 １１月 

ゴール：素案の協議 

 

▶第６回 来年１月 

ゴール：プラン案の決定 ⇒ パブリックコメントを経て、プラン案を正式決定 



主要観光地観光者数の状況 【資料２】

令和元年度 令和４年度 比較（％）

6,016,400 4,280,700 71.2

（内訳）

月山 89,000 47,700 53.6

羽黒山 716,300 552,300 77.1

湯殿山 81,800 54,900 67.1

市街地 114,200 87,400 76.5

松ヶ岡開墾場 4,700 9,700 206.4

加茂水族館 503,900 362,500 71.9

４温泉 872,000 641,300 73.5

庄内観光物産館 964,100 432,700 44.9

しゃりん 277,900 226,700 81.6

産直あぐり 393,500 371,800 94.5

※市街地は、大宝館、致道館、致道博物館、丙申堂、
　 宝物殿、藤沢周平記念館の計

総数



【観光庁】宿泊旅行統計調査（年度単位） 【資料３】

鶴岡市＿延べ宿泊者数（年度別）※第2次速報値　参考第6表より抜粋 単位：人泊
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年度比

令和4年度
（2022年度）

27,966 43,680 49,034 55,585 64,464 53,606 56,617 48,767 38,913 28,119 27,723 32,268 526,742 121.3%

令和3年度
（2021年度）

21,675 30,378 31,091 43,802 53,424 41,875 50,277 47,342 38,515 25,169 16,890 33,904 434,342 105.3%

令和2年度
（2020年度）

11,341 10,141 23,718 41,224 51,562 46,951 56,554 62,094 35,292 17,893 20,503 35,312 412,585 62.9%

令和元年度
（2019年度）

54,082 65,155 51,760 61,602 78,313 64,705 62,208 58,375 48,677 40,088 39,073 32,049 656,087 116.5%

H30年度
（2018年度）

34,001 46,738 46,525 51,316 65,361 50,193 62,263 45,416 36,867 43,550 33,531 47,454 563,215 98.6%

H29年度
（2017年度）

48,415 52,107 44,028 56,513 66,957 50,789 58,288 53,618 36,933 31,598 30,946 41,159 571,351 90.9%

H28年度
（2016年度）

47,095 52,711 61,876 59,293 73,470 54,043 67,367 50,735 38,541 36,271 37,657 49,413 628,472 111.5%

H27年度
（2015年度）

42,687 47,840 42,124 49,968 69,429 46,283 55,068 43,971 37,894 41,155 41,759 45,251 563,429 96.7%

H26年度
（2014年度）

34,474 42,092 51,451 58,497 73,651 55,482 62,791 52,484 40,791 35,451 33,071 42,675 582,910 105.1%

H25年度
（2013年度）

36,803 44,092 46,208 50,333 66,814 43,058 60,736 52,372 42,543 35,032 33,669 42,992 554,652

データ元： http://www.mlit.go.jp/kankocho/siryou/toukei/shukuhakutoukei.html

鶴岡市＿外国人延べ宿泊者数（年度別）※第2次速報値　参考第8表より抜粋 単位：人泊
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年度比

令和4年度
（2022年度）

31 137 95 124 95 64 185 408 292 357 663 293 2,744 255.3%

令和3年度
（2021年度）

64 101 48 134 241 93 84 38 86 52 65 69 1,075 109.5%

令和2年度
（2020年度）

37 30 98 67 181 72 56 88 70 104 115 64 982 8.1%

令和元年度
（2019年度）

1,264 903 1,191 1,025 914 1,388 1,680 1,283 1,114 758 487 82 12,089 152.6%

H30年度
（2018年度）

752 540 422 542 386 921 1,072 632 372 580 772 933 7,924 60.3%

H29年度
（2017年度）

6,206 207 376 607 253 901 1,195 656 496 500 961 786 13,144 165.6%

H28年度
（2016年度）

475 350 492 538 478 770 1,360 659 340 955 980 538 7,935 160.4%

H27年度
（2015年度）

850 198 193 256 1,078 134 700 293 178 308 475 285 4,948 119.7%

H26年度
（2014年度）

601 117 885 116 212 210 558 274 87 366 517 189 4,132 120.2%

H25年度
（2013年度）

63 162 39 240 752 187 346 269 213 303 458 405 3,437

データ元： http://www.mlit.go.jp/kankocho/siryou/toukei/shukuhakutoukei.html



１．国別内訳 (単位：人)

合計 台湾 韓国 香港 中国(香港除く) アメリカ オーストラリア タイ シンガポール マレーシア その他

184,760 90,270 8,930 15,800 19,380 6,030 3,080 11,630 4,460 2,190 21,230

204,168 136,201 2,894 6,144 2,206 6,487 4,386 7,547 2,038 1,122 35,143

388,928 226,471 11,824 21,944 21,586 12,517 7,466 19,177 6,498 3,312 56,373
（参考）

252,289 136,565 13,494 12,108 16,422 9,518 6,227 9,858 5,299 1,840 38,688

154.2% 165.8% 87.6% 181.2% 131.4% 131.5% 119.9% 194.5% 122.6% 180.0% 145.7%
※　宿泊者数の合計には国籍不明者が含まれるため、国・地域別の宿泊者数を足し上げた数値と一致しない。

２．受入地域別内訳（宿泊者数と立寄者数の計）
合計 台湾 韓国 香港 中国(香港除く) アメリカ オーストラリア タイ シンガポール マレーシア その他

村山 236,174 159,875 5,197 14,281 13,239 3,787 2,508 15,197 4,638 2,859 14,593

最上 19,964 14,804 530 1,612 321 140 88 590 120 175 1,584

置賜 30,692 19,628 974 954 1,645 925 99 343 702 100 5,322

庄内 65,691 14,837 3,123 2,169 2,793 6,451 4,156 1,532 827 292 29,511

＜参考：平成30年（1月～12月）の調査結果＞

合計 台湾 韓国 香港 中国(香港除く) アメリカ オーストラリア タイ シンガポール マレーシア その他

128,020 58,010 9,530 9,820 14,240 4,670 3,490 6,340 3,320 1,490 14,840

124,269 78,555 3,964 2,288 2,182 4,848 2,737 3,518 1,979 350 23,848

252,289 136,565 13,494 12,108 16,422 9,518 6,227 9,858 5,299 1,840 38,688

132.3% 127.6% 76.7% 131.1% 142.5% 110.1% 200.6% 164.2% 195.6% 187.0% 168.2%
出典　宿泊者数　観光庁宿泊旅行統計（確定値）、立寄者数　県インバウンド・国際交流推進課調

立寄者数

合計(延受入数)

対前年比（H30/H29）

合計(延受入数)

H30年延受入数

対前年比（R1/H30）

※　１.国別内訳の宿泊者数は調査票未回収分について推計しているが、２.地域別内訳の宿泊者数は調査票回収分の足し上げであるため、各数値は一致しない。

宿泊者数

令和元年　外国人旅行者県内受入実績調査結果

調査対象期間：平成31年1月～令和元年12月
調査対象施設：県内宿泊施設（従業者数10人以上）（出典：観光庁宿泊旅行統計（確定値））、立寄27観光地（県イン・アウトバウンド推進課調）

宿泊者数

立寄者数

令 和 ２ 年 1 0 月 
観光文化スポーツ部イン・アウトバウンド推進課 



１．国別内訳 (単位：人)

合計 台湾 韓国 香港 中国(香港除く) アメリカ オーストラリア タイ シンガポール マレーシア 欧州 その他

23,260 2,160 1,490 2,150 3,360 1,340 460 1,540 1,130 560 1,320 6,400

34,191 4,181 1,714 2,702 3,661 2,154 621 3,400 2,108 1,227 2,203 10,220

57,451 6,341 3,204 4,852 7,021 3,494 1,081 4,940 3,238 1,787 3,523 16,620
（参考）

17,083 1,381 588 102 3,100 1,910 278 310 178 97 1,926 7,063

336.3% 459.2% 544.9% 4756.9% 226.5% 182.9% 388.8% 1593.5% 1819.1% 1842.3% 182.9% 235.3%
※　宿泊者数の合計には国籍不明者が含まれるため、国・地域別の宿泊者数を足し上げた数値と一致しない。

※ 「欧州」はイギリス、ドイツ、フランス、イタリア、スペインの足し上げ。

２．受入地域別内訳（宿泊者数と立寄者数の計）
合計 台湾 韓国 香港 中国(香港除く) アメリカ オーストラリア タイ シンガポール マレーシア 欧州 その他

村山 41,096 4,815 2,088 3,585 5,362 2,101 763 4,286 2,482 1,578 2,010 12,026

最上 1,010 113 14 157 90 94 23 88 31 9 9 382

置賜 3,031 687 301 208 249 414 11 88 234 28 123 688

庄内 4,962 195 362 309 287 520 162 131 228 52 999 1,717

＜参考：令和３年（1月～12月）の調査結果＞

合計 台湾 韓国 香港 中国(香港除く) アメリカ オーストラリア タイ シンガポール マレーシア 欧州※２ その他

8,680 310 370 60 2,070 650 80 160 50 40 380 4,360

8,403 1,071 218 42 1,030 1,260 198 150 128 57 1,546 2,703

17,083 1,381 588 102 3,100 1,910 278 310 178 97 1,926 7,063

△86.4% △98.1% △69.2% △99.2% △62.3% △8.1% △88.6% △97.0% △90.4% △94.3% ― ―

※   令和２年の「その他」は「欧州」も含んでいるため、「欧州」「その他」の対前年増減率なし

出典　宿泊者数　観光庁宿泊旅行統計（確定値）、立寄者数　県観光復活推進課調

令和４年　外国人旅行者県内受入実績調査結果

調査対象期間：令和４年1月～12月
調査対象施設：県内宿泊施設（従業者数10人以上）（出典：観光庁宿泊旅行統計（速報値））、立寄35市町村114地点（県観光復活推進課調）

宿泊者数

立寄者数

立寄者数

合計(延受入数)

対前年増減率

合計(延受入数)

R3年延受入数

対前年増減率

※　国別内訳の宿泊者数は調査票未回収分について推計しているが、２.地域別内訳の宿泊者数は調査票回収分の足し上げであるため、各数値は一致しない。

宿泊者数

令 和 5 年 6 月
観 光 文 化 ス ポ ー ツ 部 観 光 復 活 推 進 課



《参考資料》観光案内所　外国人来所人数 (参考)前年同期比

地域 国名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月 ３月 合計 人数 増減率

アジア

韓国 2 4 1 2 8 7 3 3 3 33 19 235.7%

中国 9 5 1 10 4 2 3 2 2 2 40 5 114.3%

台湾 28 11 4 12 22 11 43 31 14 29 12 2 219 81 158.7%

香港 15 4 4 3 5 3 10 5 2 12 6 69 ▲ 7 90.8%

タイ 7 7 1 1 5 4 3 1 29 14 193.3%

シンガポール 6 2 2 2 2 9 4 4 31 12 163.2%

マレーシア 5 2 6 1 1 15 12 500.0%

インドネシア 1 1 ▲ 19 5.0%

フィリピン（マニラ） 1 2 1 3 7 4 233.3%

インド 4 2 6 12 7 240.0%

ベトナム 2 7 3 3 15 14 1500.0%

スリランカ 0 ▲ 3 0.0%

ネパール 2 2 2 -

パキスタン 0 0 -

バングラデシュ 0 0 -

ミャンマー 0 ▲ 2 0.0%

カンボジア 0 0 -

小計 74 40 11 27 51 29 63 54 41 52 29 2 473 139 141.6%

中東

イスラエル 1 2 4 2 9 4 180.0%

トルコ 0 ▲ 2 0.0%

サウジアラビア 0 ▲ 4 0.0%

イラン 0 0 -

小計 0 0 0 1 0 2 4 2 0 0 0 0 9 ▲ 2 81.8%

ヨーロッパ

イギリス 6 2 5 1 6 17 3 1 5 2 48 ▲ 4 92.3%

フランス 11 6 10 19 30 18 22 15 1 5 3 4 144 14 110.8%

ドイツ 16 26 6 1 22 10 10 8 4 4 107 7 107.0%

イタリア 3 1 2 8 4 1 1 20 ▲ 32 38.5%

ロシア 3 2 2 1 2 4 2 16 14 800.0%

スペイン 3 6 3 19 17 11 3 2 4 6 74 31 172.1%

オランダ 4 13 5 8 5 1 36 ▲ 10 78.3%

スウェーデン 2 1 3 ▲ 20 13.0%

スイス 2 6 8 5 13 4 4 2 44 ▲ 3 93.6%

フィンランド 1 1 2 4 1 133.3%

ベルギー 2 1 2 7 2 2 1 1 18 ▲ 10 64.3%

デンマーク 2 1 3 3 -

オーストリア 1 1 1 1 2 6 5 600.0%

アイルランド 0 0 -

ポルトガル 1 1 2 4 1 133.3%

ノルウェー 2 4 2 8 5 266.7%

ポーランド 3 1 4 4 2 14 3 127.3%

チェコ 1 4 1 6 2 150.0%

ハンガリー 0 ▲ 1 0.0%

ギリシャ 5 1 6 6 -

スロバキア 0 ▲ 1 0.0%

モナコ 0 0 -

スコットランド 2 1 1 4 0 100.0%

リトアニア 0 0 -

アルバニア 0 0 -

ウクライナ 1 1 1 -

アルメニア 2 2 2 -

スロベニア 2 2 2 -

アイスランド 1 1 1 -

セルビア 1 1 1 -

ルーマニア 1 1 1 -

小計 60 73 40 69 110 73 64 34 5 13 14 18 573 19 103.4%

令和　元　年度
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《参考資料》観光案内所　外国人来所人数 (参考)前年同期比

地域 国名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月 ３月 合計 人数 増減率

令和　元　年度

アフリカ

南アフリカ 0 0 -

ガーナ 0 ▲ 7 0.0%

ケニア 0 0 -

チェニジア 0 0 -

ブルキナファソ 2 2 2 -

ナイジェリア 1 1 1 -

セネガル 1 1 1 -

コートジボワール 1 1 1 -

ニジェール 1 1 1 -

小計 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 6 ▲ 1 85.7%

北米

アメリカ 14 11 17 34 35 13 7 13 6 4 5 159 ▲ 27 85.5%

カナダ 2 3 9 3 2 1 8 2 8 2 1 41 34 585.7%

小計 16 14 26 37 37 14 15 15 14 6 5 1 200 7 103.6%

中南米

メキシコ 1 6 1 2 10 5 200.0%

ブラジル 3 3 ▲ 3 50.0%

アルゼンチン 1 4 3 8 3 160.0%

チリ 1 1 1 -

コロンビア 1 1 ▲ 4 20.0%

ペルー 0 ▲ 3 0.0%

プエルトリコ 0 0 -

コスタリカ 0 ▲ 2 0.0%

小計 2 0 0 1 0 6 7 5 0 0 0 2 23 ▲ 3 88.5%

オセアニア

オーストラリア 3 7 2 7 7 18 7 2 2 55 ▲ 52 51.4%

ニュージーランド 2 1 8 4 2 3 2 22 14 275.0%

ニューカレドニア 0 ▲ 2 0.0%

小計 5 7 2 8 15 22 7 4 0 3 4 0 77 ▲ 40 65.8%

0 0 0 -

157 134 79 143 219 146 160 114 60 74 52 23 1,361 119 109.6%

＜地域別来所割合＞

アジア 47.1% 29.9% 13.9% 18.9% 23.3% 19.9% 39.4% 47.4% 68.3% 70.3% 55.8% 8.7% 34.8%

中東 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 1.4% 2.5% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7%

ヨーロッパ 38.2% 54.5% 50.6% 48.3% 50.2% 50.0% 40.0% 29.8% 8.3% 17.6% 26.9% 78.3% 42.1%

アフリカ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4%

北米 10.2% 10.4% 32.9% 25.9% 16.9% 9.6% 9.4% 13.2% 23.3% 8.1% 9.6% 4.3% 14.7%

中南米 1.3% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 4.1% 4.4% 4.4% 0.0% 0.0% 0.0% 8.7% 1.7%

オセアニア 3.2% 5.2% 2.5% 5.6% 6.8% 15.1% 4.4% 3.5% 0.0% 4.1% 7.7% 0.0% 5.7%

全体計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

＜地域別前年比増減数＞

アジア 12 28 ▲ 6 5 27 5 37 17 23 32 ▲ 23 ▲ 18 139

中東 ▲ 2 0 0 ▲ 3 ▲ 2 ▲ 1 4 2 0 0 0 0 ▲ 2

ヨーロッパ 24 ▲ 1 ▲ 11 ▲ 13 7 ▲ 3 16 14 ▲ 8 ▲ 5 0 ▲ 1 19

アフリカ 0 0 0 0 6 ▲ 3 0 ▲ 4 0 0 0 0 ▲ 1

北米 ▲ 13 ▲ 30 5 15 15 ▲ 6 1 11 11 2 2 ▲ 6 7

中南米 ▲ 3 ▲ 6 ▲ 1 0 ▲ 2 5 7 ▲ 3 0 ▲ 2 0 2 ▲ 3

オセアニア ▲ 16 ▲ 5 0 ▲ 10 ▲ 1 14 ▲ 6 ▲ 7 ▲ 2 2 0 ▲ 9 ▲ 40

合計 2 ▲ 14 ▲ 13 ▲ 6 50 11 59 30 24 29 ▲ 21 ▲ 32 119

R1（H31）年度来訪者数上位国

　1位台湾（219人）、2位アメリカ（159人）、3位フランス（144人）、4位ドイツ（107人）、5位スペイン（74人）

不　　　明

合計

2 / 2 ページ



《参考資料》観光案内所　外国人来所人数 令和　4　年度 (参考)前年同期比

地域 国名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月 ３月 合計 人数 増減率

アジア

韓国 1 1 1 1 4 4 #DIV/0!

中国 1 2 5 1 1 10 ▲ 1 90.9%

台湾 2 6 4 1 8 9 30 22 375.0%

香港 2 2 4 4 #DIV/0!

タイ 10 2 2 1 4 1 20 17 666.7%

シンガポール 2 3 2 4 1 5 1 18 . 18 #DIV/0!

マレーシア 0 ▲ 2 0.0%

インドネシア 4 4 3 400.0%

フィリピン（マニラ） 2 2 0 100.0%

インド 3 1 4 ▲ 2 66.7%

ベトナム 1 1 4 1 7 ▲ 14 33.3%

スリランカ 0 0 #DIV/0!

ネパール 0 0 #DIV/0!

パキスタン 1 1 1 #DIV/0!

バングラデシュ 0 0 #DIV/0!

ミャンマー 0 0 #DIV/0!

その他ｱｼﾞｱ 2 0 2 2 #DIV/0!

小計 10 5 4 10 4 2 5 20 10 4 18 14 106 52 196.3%

中東

イスラエル 1 1 1 #DIV/0!

トルコ 0 0 #DIV/0!

サウジアラビア 0 0 #DIV/0!

その他中東 0 0 0.0%

小計 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 ▲ 3 25.0%

ヨーロッパ

イギリス 1 2 1 3 1 3 1 1 13 9 325.0%

フランス 3 2 2 1 8 2 133.3%

ドイツ 1 1 6 2 1 2 13 7 216.7%

イタリア 1 2 2 5 0 100.0%

ロシア 0 0 #DIV/0!

スペイン 2 1 2 4 2 11 8 366.7%

オランダ 2 2 1 200.0%

スウェーデン 1 1 1 #DIV/0!

スイス 1 1 4 6 6 #DIV/0!

フィンランド 2 2 1 200.0%

ベルギー 0 0 #DIV/0!

デンマーク 6 6 6 #DIV/0!

オーストリア 2 2 1 200.0%

アイルランド 0 0 #DIV/0!

ポルトガル 2 2 2 #DIV/0!

ノルウェー 1 1 2 2 #DIV/0!

ポーランド 2 1 4 7 6 700.0%

チェコ 0 ▲ 1 0.0%

ハンガリー 0 0 #DIV/0!

ギリシャ 0 0 #DIV/0!

スロバキア 0 0 #DIV/0!

モナコ 0 0 #DIV/0!

スコットランド 1 1 1 #DIV/0!

リトアニア 0 0 #DIV/0!

アルバニア 0 0 #DIV/0!

ウクライナ 0 0 #DIV/0!

アルメニア 0 0 #DIV/0!

スロベニア 0 0 #DIV/0!

アイスランド 0 0 #DIV/0!

セルビア 0 0 #DIV/0!

ルーマニア 0 ▲ 1 0.0%

小計 2 3 0 2 8 13 10 11 3 5 9 15 81 51 270.0%
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《参考資料》観光案内所　外国人来所人数 令和　4　年度 (参考)前年同期比

地域 国名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月 ３月 合計 人数 増減率

アフリカ

南アフリカ 3 3 3 #DIV/0!

ガーナ 0 0 #DIV/0!

その他アフリカ 1 6 46 3 56 52 1400.0%

チェニジア 0 0 #DIV/0!

ブルキナファソ 0 0 #DIV/0!

ナイジェリア 0 0 #DIV/0!

セネガル 1 5 6 6 #DIV/0!

コートジボワール 1 8 1 10 10 #DIV/0!

ニジェール 1 10 11 9 550.0%

小計 1 0 0 0 12 69 4 0 0 0 0 0 86 80 1433.3%

北米

アメリカ 2 2 1 5 3 3 16 ▲ 4 80.0%

カナダ 1 5 6 3 200.0%

小計 0 2 0 0 1 2 1 5 0 0 3 8 2 ▲ 21 8.7%

中南米

メキシコ 1 5 6 6 #DIV/0!

ブラジル 4 4 4 100.0%

アルゼンチン 0 0 #DIV/0!

チリ 0 0 #DIV/0!

コロンビア 0 0 #DIV/0!

ペルー 0 0 #DIV/0!

その他中南米 0 3 0.0%

コスタリカ 0 0 #DIV/0!

小計 0 0 0 0 0 1 0 5 0 4 0 0 10 3 142.9%

オセアニア

オーストラリア 2 2 2 1 2 9 5 225.0%

ニュージーランド 0 ▲ 1 0.0%

ニューカレドニア 0 0 #DIV/0!

小計 0 0 0 0 0 0 2 2 2 1 0 2 9 4 180.0%

不　　　明 0 0 3 3 1 150.0%

合計 13 10 4 12 25 90 23 43 15 14 30 39 318 187 242.7%

＜地域別来所割合＞

アジア 76.9% 50.0% 100.0% 83.3% 16.0% 2.2% 21.7% 46.5% 66.7% 28.6% 60.0% 65.2%

中東 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

ヨーロッパ 15.4% 30.0% 0.0% 16.7% 32.0% 14.4% 43.5% 25.6% 20.0% 35.7% 30.0% 21.7%

アフリカ 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 48.0% 76.7% 17.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.3%

北米 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 4.0% 2.2% 4.3% 11.6% 0.0% 0.0% 10.0% 8.7%

中南米 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 0.0% 11.6% 0.0% 28.6% 0.0% 0.0%

オセアニア 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.7% 4.7% 13.3% 7.1% 0.0% 0.0%

不明 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 100.0%

＜地域別前年比増減数＞

アジア 1 ▲ 6 0 8 4 ▲ 14 ▲ 2 20 8 3 18 12 52

中東 0 0 ▲ 4 0 0 0 1 0 0 0 0 0 ▲ 3

ヨーロッパ ▲ 2 ▲ 2 ▲ 1 ▲ 4 3 11 5 10 2 5 9 15 51

アフリカ 1 0 0 0 9 67 4 0 0 ▲ 1 0 0 80

北米 ▲ 3 ▲ 4 0 ▲ 8 ▲ 4 1 1 5 0 0 3 8 ▲ 1

中南米 0 0 0 0 ▲ 6 0 0 5 0 4 0 0 3

オセアニア 0 0 0 0 ▲ 2 ▲ 2 2 1 2 1 0 2 4

不明 0 0 0 ▲ 2 0 3 0 0 0 0 0 0 1

合計 ▲ 3 ▲ 12 ▲ 5 ▲ 6 4 66 11 41 12 12 30 37 187

2 / 2 ページ



観光戦略会議に際して

２０２３年６月２７日
和歌山大学観光学研究科 准教授 木村ともえ

別資料



観光庁資料 令和３年１１月25日観光庁観光を取り巻く現状及び課題等について



年 総人口
増減率

（前基準年比）

1910(明治43) 50,984,840 -

1915(大正4) 54,935,755 +7.7%

1920(大正9) 55,963,053 +1.9%

1925(大正14) 59,736,822 +6.7%

1930(昭和5) 64,450,005 +7.9%

1935(昭和10) 69,254,148 +7.5%

1940(昭和15) 73,075,071 +5.5%

1945(昭和20) 71,998,104 −1.5%

1950(昭和25) 83,199,637 +15.6%

1955(昭和30) 89,275,529 +7.3%

1960(昭和35) 93,418,501 +4.6%

1965(昭和40) 98,274,961 +5.2%

1970(昭和45) 103,720,060 +5.5%

1975(昭和50) 111,939,643 +7.9%

1980(昭和55) 117,060,396 +4.6%

1985(昭和60) 121,048,923 +3.4%

1990(平成2) 123,611,167 +2.1%

1995(平成7) 125,570,246 +1.6%

2000(平成12) 126,925,843 +1.1%

2005(平成17) 127,767,994 +0.7%

2010(平成22) 128,057,352 +0.2%

2015(平成27) 127,094,745 −0.8%

2020(令和2) 126,146,099
−0.7%
（年平均 −0.15%）[3]

2021(令和3) 125,502,290 −0.51%（参考 前年比）

出典：『人口推計』（総務省統計局）

日本の人口推移 明治44年(1910) ～ 令和3年(2021)

3

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AE%E4%BA%BA%E5%8F%A3%E7%B5%B1%E8%A8%88#cite_note-growth-3


日本の人口推移1935(昭和10)–2020(令和2)年[46]

年 人口
年齢層割合 (%)

0–14 15–64 65+

1935(昭和10) 69,254千人 36.9 58.5 4.7

1940(昭和15) 73,075千人 36.1 59.2 5.7

1945(昭和20) 71,998千人 36.8 58.1 5.1

1950(昭和25) 83,199千人 35.4 59.6 4.9

1955(昭和30) 89,275千人 33.4 61.2 5.3

1960(昭和35) 93,418千人 30.2 64.1 5.7

1965(昭和40) 98,274千人 25.7 68.0 6.3

1970(昭和45) 103,720千人 24.0 68.9 7.1

1975(昭和50) 111,939千人 24.3 67.7 7.9

1980(昭和55) 117,060千人 23.5 67.3 9.1

1985(昭和60) 121,048千人 21.5 68.2 10.3

1990(平成2) 123,611千人 18.2 69.5 12.0

1995(平成7) 125,570千人 15.9 69.4 14.5

2000(平成12) 126,925千人 14.6 67.9 17.3

2005(平成17) 127,767千人 13.7 65.8 20.1

2010(平成22) 128,057千人 13.2 63.7 23.1

2015(平成27) 127,094千人 12.6 60.7 26.6

2020(令和2) 126,146千人 12.0 59.3 28.8 ＋21.7PT

4

生産年齢人口６４歳
の人の見ていた世界

万博イヤー
鉄道網の発達

日本の人口推移 明治44年(1910) ～ 令和3年(2021)



観光庁資料 令和３年１１月25日観光庁観光を取り巻く現状及び課題等について 5



持続可能な形での観光立国の復活に向け、質の向上を重視する観点から、人数に依存しない指
標を中心に設定しています。

(1)持続可能な観光地域づくりの体制整備
1.持続可能な観光地域づくりに取り組む地域数：令和7年までに100地域（うち国際認証・表
彰地域 50地域）
【令和4年実績値：12地域（うち国際認証・表彰地域6地域）】

(2)インバウンド回復
2.訪日外国人旅行消費額：早期に5兆円 【令和元年実績値：4.8兆円】
3.訪日外国人旅行消費額単価：令和7年までに20万円【令和元年実績値：15.9万円】
4.訪日外国人旅行者一人当たり地方部宿泊数：令和7年までに2泊【令和元年実績値：1.4泊】
5.訪日外国人旅行者数：令和7年までに令和元年水準超え【令和元年実績値：3,188万人】
6.日本人の海外旅行者数 令和7年までに令和元年水準超え【令和元年実績値：2,008万人】
7.アジア主要国における国際会議の開催件数に占める割合：令和7年までにアジア最大の開催
国（3割以上）【令和元年実績値：アジア2位（30.1％）】

(3)国内交流拡大
8.日本人の地方部延べ宿泊者数：令和7年までに3.2億人泊【令和元年実績値：3.0億人泊】
9.国内旅行消費額：早期に20兆円、令和7年までに22兆円【令和元年実績値：21.9兆円】

本計画は、訪日外国人旅行消費額5兆円、国内旅行消費額20兆円の早期達成を目指すとともに、
令和7年までに、持続可能な観光地域づくりに取り組む地域数100地域、訪日外国人旅行消費額
単価20万円/人、訪日外国人旅行者一人当たり地方部宿泊数2泊等の目標を掲げており、これら
の達成のために政府全体として講ずべき施策等について定めています。

令和5年度から令和7年度までの3年間の「観光立国推進基本計画」が閣議決定
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観光の環境変化

マーケティング
活動

①
旅行商品
企画

②
調達資源

③
流通

④
マーケティ
ング・販売

⑤
アフター
セールス

旅行会社ナショ
ナルブランド

集約型

旅行会社 パッケージ
商品
宿泊施設、鉄道、
空路、美術館や博
物館や遊戯施設等

旅行会社の
独自の流通
網

マス
顧客価値は
「優先入
場・割引」

旅行会社の
顧客

旅先の地域主導

分散型

地域 個別商品

地域の体験
素材等

地域の独自
の流通網
デジタル
マーケティ
ング

個人
顧客価値は
「特別感・
地域らし
さ」

地域の各々
の顧客シフト
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どうやって
そこへ到達するか？

そこに到達
しつつあるか？

どこへ
行けるか？

なぜ
そこにいるか？

どこにいるか？

まず来訪している旅行者を理解。
「今鶴岡市はどこにいるのか？」を知ることから始まります。

観光と地域 選ばれるために何をするのか？
どこに行くか？ の前に今どこにいるのか？

ブランディングサイクル
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昨日の食事は何分でしたか？

昨日の空を覚えていますか？

昨日の食事を覚えていますか？

10

観光は特別



昨日の食事、おいしかったよね

昨日の夕陽、きれいだったね

旅は直感的で、そしてゆっくりと深い思い出となる「ギフト」。

旅人は時間とお金をかけて鶴岡に来ます、そして鶴岡を持ち帰ります。

観光は、この地ならではの文化を味わう贅沢品です。

昨日の食事は久しぶりにゆっくり食べたね

観光は特別
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